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会長挨拶：早川瀧雄会長  

本日も多くの会員のご出席あ

りがとうございます。 

「暑さ寒さも彼岸まで」の諺通

り、大分涼しくなってまいりま

した。先週１８日の例会の時は

気温は３６.５℃もありました。

気温の変化で体調を崩す人も

いると思います。 

２２日に受け入れ交換学生第１回オリエンテーシ

ョンがまちなかキャンパス長岡の交流ルームで開

催されました。 

新発田ＲＣドイツの男子、新潟南ＲＣブラジルの

女子、高田東ＲＣアメリカの男子、そして我がク

ラブのスーシーさんの４名が２５６０地区の受け

入れ学生です。それぞれ自己紹介、スピーチがあ

り、スーシーさんも日本語で１５分位郷土の事、

家族の事等話しておりました。その後の懇親会も

学生同士和気藹々で嬉しそうでした。 

今週は２７日に柄沢会員のホールインワン記念コ

ンペ、２９日が巻クラブ主催のＩＭがあります。

今回のＩＭは海岸清掃後、じょんのび館で汗を流

し懇親会の予定です。今までと違ったＩＭのよう

ですが参加される皆さん宜しくお願いします。 

 

幹事報告：坂内康男幹事 

・地区米山奨学委員長より 

 米山奨学委員長ｾﾐﾅｰ開催のご案内 

 日時 2012 年 10 月 20 日(土)12：00 

 会場 アオーレ長岡 西棟 3Ｆ 

・地区社会奉仕委員長より  

社会奉仕セミナーのご案内 

 日時 平成２４年１０月２６日（金）14：30～ 

 会場 アオーレ長岡 西棟 3Ｆ 

 

 

本日の行事：「米山月間」 

    

◆本日の出席：６９名中４２名 

◆先々週の出席率：６９名中５６名 81.16％ 

         前年同期 79.10％ 

 

◆本日のゲスト：米山奨学生  

ファム・フーン・ヴァン君 

 

                

◆先週のメークアップ（敬称略） 

９月１９日三条ＲＣへ 山崎 勲、丸山達夫            

  ２０日加茂ＲＣへ 岡田 健 

  ２０日三条東ＲＣへ 岡田 健 

      小林幹扶、高橋彰雄、山崎 勲 

      丸山達夫、星野義男、石川友意 

      石川勝行 

  ２２日１年交換学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（長岡） 

      渕岡 茂、早川瀧雄 

  ２２日野球部練習 岡田大介、駒形  実 

      西村 護、丸山 勝、石川一昭 

      石黒隆夫、目黒由賀利 

  ２５日親睦活動委員会 石黒隆夫 

      本田芳久、羽賀一真、樋口 勤

浅野潤一郎、目黒由賀利 

      平出冨士夫、渡辺 徹 

福岡信行、森  宏 
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・地区国際奉仕委員長より   国際交流イベント「長岡ウォークラリーのご案内」 

 日時 平成２４年１０月１３日（土）9：00～ 

 受付会場 アオーレ長岡 

・三条ローターアクトクラブより １０月第１･２例会のご案内 

日時 平成２４年１０月４・１８日（木）19：30～ 

会場 三条地域リサーチコア ４階 

  

◆ロータリー財団ＢＯＸ：２５日現在累計６９,０００円 

 

◆米山奨学ＢＯＸ：２５日現在累計２３０,０００円 

笹原 壯玄君 １０月は忙しさが重なって例会を欠席させて頂くことが多くて残念です。 

大野 新吉君 米山月間を記念して 

＊「米山月間」を記念してＢＯＸを回させて頂きました皆様から多くのご協力を頂きました。 

ありがとうございました。 

 

◆ニコニコＢＯＸ：２５日現在累計２６２,０００円 

小林 繁男君 中一の孫が市民総合体育大会テニスの部で優勝しました。祝いに焼き肉パーティー

で盛り上がりました。 

石川 友意君 本日は少し早めの米山月間です。会員の皆様のご理解とご協力を宜しくお願い致し

ます。 

渋谷 義徳君 朝夕涼しくなりました。油断のないよう健康管理に気を付けましょう。 

笹原 壯玄君 きょうでお彼岸明けですが、昼はまだ暑さが３０℃近く汗がでる仲秋です。今年の

十五夜は９月３０日です。汗をかきながらの月見になるようです。 

丸山  勝君 ＢＯＸに協力 

丸山 達夫君   〃 

高橋 彰雄君   〃 

岡田 大介君   〃 

駒形   実君 ＢＯＸに協力。久しぶりの出席なもんで!! 

 

本日の行事：「米山月間」 

「米山月間を記念して」 

 米山奨学 石川友意委員長 

米山奨学の月間は 10 月でご

ざいますが、我クラブがお世話

をしておりますファム君の卓

話が本日予定されておりまし

たので、少し早い日程となりま

した。 

ファム君は学校の行事で少し到着が遅くなる

様なので、私がその間、場つなぎでお話をさせ

て頂きたいと思います。 

まずもって会員の皆様へご報告がございます。 

昨年星野年度の米山奨学の地区の集計が発表

になりました。 

我クラブは寄付合計額 2,058,000 円、一人当

たり平均寄付額 30,265 円と言う結果となり、い

ずれも地区でダントツのトップでございました。 

これも、米山委員長はじめとします委員会の皆

様の努力と会員各位のご協力のお陰でございま

す。改めてご協力に感謝申し上げます。 

本日は皆様方のお席にそれぞれ、ロータリー

米山記念奨学事業豆辞典が配られておりますの

で、それで少し米山奨学についてのご理解を深

めていただければと思います。 

この事業の使命としては「将来日本と世界と

を結ぶ架け橋となって国際社会で活躍し、ロー

タリー運動の良き理解者となる人材を育成する

ことです。これはロータリーの目指す“平和と

国際理解の推進”そのものです」 

日本のロータリーの創始者、故・米山梅吉翁

の偉業を記念し後世に残るような有益な事業を

立ち上げたいと、1952 年、東京ロータリークラ
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ブが発表したのは、海外から優秀な学生を日本

に招き、勉学を支援する奨学事業「米山基金」

の構想でした。そこには、二度と戦争の悲劇を

繰り返さないために国際親善と世界平和に寄与

したいという当時のロータリアンたちの強い願

いがあった訳でございます。 

ロータリー米山記念奨学会史の一文に「将来

の日本の生きる道は平和しかない。その平和日

本を世界に理解させるためには、アジアの国々

から一人でも多くの留学生を日本に迎え入れて、

平和日本を肌で感じてもらうしかない。それこ

そ日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕

事業ではないだろうか」米山記念奨学事業の意

義がよく理解出来る文章だと思います。 

事業の特長として世話クラブ・カウンセラー

制度があり奨学金をただ支給するだけでなく、

ロータリアンとの交流を深めてもらい、日本を

知り、ロータリーが求める平和の心を学んでも

らう様にしております。又、日本最大の民間奨

学事業であり、年間の奨学生採用数約 800 人事

業費 14 億円となっております。事業費の関係で

今年度採用数は 700 人におさえられました。 

寄付金には普通寄付と特別寄付とがあり会員

の皆様方の会費より一定額を人数分送金するの

が普通寄付で毎年アンケートでお答えいただい

てする寄付のやり方や毎例会時でいただく寄付

は特別寄付として送金されます。又、寄付に対

しての表彰制度もございます。 

最後に平成 24年1月4日に財団法人から公益

財団法人として移行登記が完了したそうですの

で今まで以上に寄付金に対して税制上の優遇措

置が受けられる様になりました。詳しくは申告

の際税理士さんにご相談下さい。 

今年度はじめに委員会としては、地区一人当り

目標額18,000円の150％を目指し皆様方にご協

力をお願いしております。何卒この事業の意義

をご理解いただき、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

米山奨学生 ファム・フーン・ヴァン君  

（ベトナム）長岡技術科学大学建設工学課程 

皆さん今日は！遅くな

ってしまい、本当に申

し訳ございませんでし

た。私の選んだ道につ

いてお話したいと思い

ます。宜しくお願いい

たします。 

日本に来てから一番よ

く聞かれたのは「なぜ、

日本を選んだのか」という質問です。その理由

は日本の高度な土木技術を学びたいからです。

地震、台風の多い日本は自然災害の被害を最低

限に抑える土木技術が非常に発達しています。

そのため私は日本の最新技術を学び、将来、母

国であるベトナムに貢献したいと考えています。

また、高校生の時に先生から日本の文化や困難

を乗り越える日本人のハングリー精神などにつ

いて聞きました。日本に留学すれば科学技術だ

けでなく、日本人の精神と異文化を感じる事が

できます。国際的な触れあいを行い、グローバ

ル化に向かう母国で活躍したいと考えています。

また同じアジアである日本とベトナムは、文化

や風俗習慣などに共通点があります。したがっ

て、アメリカやヨーロッパなどと違い、日本に

留学すれば母国とほぼ変わらない環境の中で日

常生活に溶け込むことができ、知識の習得もよ

り早くなると思います。 

 日本に来て、東京で３年間、日本語を勉強し

ながら新聞配達をしました。今までずっと家族

に抱かれてきた私はこの３年間が本当に大変で

した。しかし、自分が成長できたと思います。 

長岡技大に入ってから、はじめて学生らしい生

活をすることができました。授業は分からない

こともありましたが、先生そして友達から色々、

教えてもらい頑張って来ました。それ以外にも

サークルそして様々な交流活動に参加すること

ができました。そして、今年からロータリー米

山奨学金をもらえることができました。ロータ

リーの方々のおかげで、私は金銭面の悩みを除

くことができ、勉強をもっと頑張って良い成績

を出すことができました。 

さらに異文化交流やボランティア活動も活躍で

きました。実は先週の土曜日も稲刈り体験とい

う交流活動に参加したばかりです。日本は今ほ

とんど機械を使っていますが、このような活動

で子供達に労働の価値を教えることができて、

本当に素晴らしいと思います。 

 今年の５月から私と同じ出身の友達が一つの

奨学金を作りました。１人年間５,０００円を寄

付し、ベトナムの自分の出身高校生で生活が困

難で頑張っている学生に支援するのです。日本

の物価で５０００円はとても少ないですが、ベ

トナムだと高校の１年間の学費となります。 

ある意味で、日本人の支援している方々は私達

だけではなく、ベトナムの高校生も支援してい

ます。皆さんからの恩恵に深く感謝しています。

これからも、もっと頑張らなければと思ってい

ます。宜しくお願いいたします。 
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カウンセラー：米山忠俊会員 

ファム君の都合で、皆さんの貴重

な時間をご迷惑かけましたことを

お詫びします。 

今のスピーチで感じて頂けたと思

いますが、ファム君は非常にまじ

めで一生懸命、勉強に取り組んでいます。日本

の文化や色々なことを学んで帰って、国の為に

なりたいという思いで頑張っています。皆様か

ら貴重な資金を頂いて色んな処に、効果が出て

いるということを今のスピーチから感じました。

これからも米山奨学にご支援、ご協力をお願い

します。 

ファム君も何回か家に来て、家族と食事をしま

した。ファム君は優しくてすぐ馴染んでくれま

した。 

家内もファム君を気に入って、好きな物は何か

なと言って楽しみにしています。家には３人の

息子がいますが４番目の息子ができたと喜んで

います。 

ファム君も頑張っていますのでこれからもご支

援をお願いします。

 

        

 

 

 

 

 

 

 

誕生日                結婚記念 

会  員        ご夫人   

斎藤  正  ５    外山真智代  １     山崎  勲・八重子  １ 

 山口 龍二 １４    神田トモ子  １     大野 新吉・勝子  １０ 

 早川 瀧雄 ２５    高森登茂子  ７     坂本 勝司・敏子  １８ 

 早川 瀧雄 ２５    浅野 正子 １０     目黒由賀利・洋   ２１ 

 神田 敬宏 ２６    金子 節子 １１     高橋 彰雄・淳子  ２２ 

             石丸ノリ子 １６     小林 繁男・三千世 ２４ 

             本間 絹枝 ３０     佐藤 弘志・奈緒子 ２６ 

             青木 征子 ３０      

             羽賀 麻美 ３１      

 

 


